
家庭分野の学習を始めるにあたって、論理的に思
考する際に手がかりとなるツールである三角ロジッ
ク（図1参照）について生徒と共有した。

日常の授業においても三角ロジックを意識するこ
とで、教師の発問の質が変わる。「理由を考えてく
ださい」ではなく、「根拠は何ですか」「どう理由付
けしたのですか」と問うことで、生徒は「考え方」
を学んでいくことができる。また、資料を読み取る
活動を通して、例えば、「洗剤の濃度と汚れ落ちの
割合」の図からは、洗剤の濃度と汚れ落ちの関係を
「知る」だけではなく、思考力、判断力、表現力等
を高める手立てとしてとらえることができる。
「このグラフから読み取れること」すなわち根拠
を問うと、生徒は以下のように答えた。

・洗剤の濃度が低いと汚れ落ちが悪い。
・ 洗剤濃度が使用量の目安以上になると汚れ落ちは
変わらない。

・ 洗剤の量をどんなに増やしても汚れが完全に落ち
ることはない。

さらに、「SDGs の視点から付け加えられる事実
はないだろうか」と、問いを重ねることで、生徒か
ら下のような考えが導き出された。

・洗剤を多く使うと、環境への負荷が増す。
・ 多くの洗剤を使うと、すすぎの水も多く必要であ
る。

・洗剤の原料も多く消費することになる。

1 論理的に思考・判断・表現する
スキルの育成

図 1　 三角ロジックの考え方

既習事項であることから、これも根拠であると捉
えることができる。これらのデータや事実から、生
徒は、「洗剤は、使用量の目安通りに使うのがよい」
という結論に達した。その場合の「理由付け」とし
て、「環境への負荷をできるだけかけずに（環境に
できるだけ優しく）、しかも洗剤の効果を最大限に
引き出すことが大事だ」という表現をすることがで
きた。さらに、洗浄温度に着目させると、「入浴後
のお湯を使って洗濯できればなお効果がある」こと
も理論立てて説明することができた。
これらの積み重ねにより、話し合い活動の質を高
めたり、学びの振り返りを行う場面等で論理的に表
現する力を高めたりすることができる。自己評価力
の向上にもつながる。また、図表を正確に読み取っ
て判断するスキルは、生活の営みにかかわる見方・
考え方を醸成する視点でも重要な手立てとなる。
なお、このような実践を他教科の教師とも共有し、
学校全体で論理的思考力の向上に努めているところ
である。

（1） 学びの見通しを立てる導入の工夫
指導内容のまとまりごとの導入では、その題材終
了時にどのような力を身に付けておくのかを明確に
しておくことで、生徒は自分の成長の中で、何を評
価の視点として捉える必要があるか、場面に応じて
繰り返し確認しながら学びをすすめることができ
る。
ここでは、「健康・快適で持続可能な衣服の選択
と手入れ （第２学年）」 （学習指導要領Ｃ - （1） アイ
ウ）を例に挙げる。題材終了時の生徒の姿を目指し
て、現在の生徒の実態からどのような手立てで学習
を進めていくか構想を表している（図 3）。なお、
この学習指導案は、熊本市での共通形式による。

2 題材構成とワークシートの工夫

家庭分野 自己評価力の
向上に着目した
ワークシートの工夫
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【題材の構想】
　健康・快適で持続可能な衣服の選択と手入れ　

　題材の評価規準及び指導と評価の計画は以下の通りである。

題
材
終
了
時

の
児
童
（
生

徒
）の
姿

健康・快適に関わる視点やそのほかのＳＤＧｓに関わる視点から自分や家族の衣生活に目を向けて課題を発見し，学んだ
ことを活用して自分なりに課題に取り組んだり解決したりしようとしている。

〔知識及び技能〕 〔思考力，判断力，表現力等〕 「学びに向かう力，人間性等」

題
材
の
目
標

① 衣服と社会生活との関わりが分かり，
目的に応じた着用，個性を生かす着
用及び衣服の適切な選択について理
解する。
② 衣服の計画的な活用の必要性，衣服
の材料や状態に応じた日常着の手入
れについて理解し，適切にできる。

① 衣服の選択，材料や状態に応じた日
常着の手入れの仕方について問題を
見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，実践を評価・改善し，考察
したことを論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付ける。

① よりよい生活の実現に向けて，衣服
の選択，材料や状態に応じた日常着
の手入れの仕方について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返っ
て改善したりして，生活を工夫し創
造し，実践しようとする。

目
標
に
向
か
う
た
め
の
手
立
て

〇「３つのポイント」×「子どもが主体のＩＣＴ」
【めあて】
　 　自分や家族の衣生活をよりよくするためのめあてを各自設定できるようにするために，実生活につながる資料を提示
し，生徒が自分事として捉えられるよう支援する。

【振り返り】
　 　生徒が自分の学びや成長を実感できるようにするために，ワークシートや振り返りシートを活用し，その内容をタブ
レットに保存したり共有化したりする。また，自分の学びを更に深めたり振り返ったりするために，使用した資料等は
タブレットに配布していつでも確認できるようにする。

【対話】
　 　個別→グループ→全体で対話する場面ごとに，ワークシートに記入する文字の色を変えたり必要に応じてタブレット
を活用したりすることで，他者の意見によって自分の考えや気づきが更に改善されていくことを認知させる。

児
童
（
生
徒
）
の
実
態

「衣服の計画的な活用について例を挙げ
て説明できる」と答えた生徒が２割に
満たず，「衣服の材料や状態に応じた日
常着の手入れとはどんなことを指すか
例を挙げられる」と答えた生徒も３割
に満たなかった。どんなことを学びた
いか尋ねたところ，「手入れの仕方を知
りたい」と明確に答えた生徒が約半数
に上り，自分の知識や技能に自信を持
てていない様子が窺われる。

自分の「衣生活」に何か課題があると
感じている生徒は半数程度である。そ
の一方で課題があるかどうか考えたこ
ともない生徒が４割に上った。これか
ら学習したいことを自由記述させたと
ころ，「課題の見つけ方や解決の仕方を
学びたい」と明確に答えた生徒が少数
ながら存在した。課題解決型学習を進
めることで，生活に結び付けた実践が
できることが考えられる。

「衣生活」の課題を解決するためにどん
なことが必要だと思うか尋ねたところ
（複数回答），「知識や技能」だと答えた
生徒が７割であった一方で，「課題に臨
む必要感」や実践するための「時間」
だと答えた生徒がそれぞれ６割であっ
た。取り組む機会を設定して体験させ
ることで，生活での実践化を促すこと
ができると考えられる。

図 2　題材導入時の学習指導案 ― 題材の構想

　 　自分や家族の衣生活をよりよくするためのめあてを各自設定できるようにするために，実生活につながる資料を提示
し，生徒が自分事として捉えられるよう支援する。

　 　生徒が自分の学びや成長を実感できるようにするために，ワークシートや振り返りシートを活用し，その内容をタブ
レットに保存したり共有化したりする。また，自分の学びを更に深めたり振り返ったりするために，使用した資料等は
タブレットに配布していつでも確認できるようにする。

　 　個別→グループ→全体で対話する場面ごとに，ワークシートに記入する文字の色を変えたり必要に応じてタブレット
を活用したりすることで，他者の意見によって自分の考えや気づきが更に改善されていくことを認知させる。

〔思考力，判断力，表現力等〕
① 衣服の選択，材料や状態に応じた日

② 衣服の計画的な活用の必要性，衣服
の材料や状態に応じた日常着の手入
れについて理解し，適切にできる。

常着の手入れの仕方について問題を
見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，実践を評価・改善し，考察
したことを論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付ける。

〇「３つのポイント」×「子どもが主体のＩＣＴ」

題材の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 衣服と社会生活との関り
が分かり，目的に応じた
着用，個性を生かす着用
及び衣服の適切な選択に
ついて理解している。
② 衣服の計画的な活用の必
要性，衣服の材料や状態
に応じた日常着の手入れ
について理解していると
ともに，適切にできる。

① 健康・快適で持続可能な衣生活を送るために，衣
服の選択，日常着の手入れの仕方について問題を
見いだして課題を設定している。

② 衣服の選択，材料や状態に応じた日常着の手入れ
の仕方について考え，工夫している。

③ 衣服の選択，材料や状態に応じた日常着の手入れ
の仕方について，実践を評価したり，改善したり
している。

④ 衣服の選択，材料や状態に応じた日常着の手入れ
の仕方についての課題解決に向けた一連の活動に
ついて，考察したことを論理的に表現している。

① よりよい生活の実現に向けて，衣服の選択，
材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方に
ついて，課題の解決に主体的に取り組もうと
している。

② よりよい生活の実現に向けて，衣服の選択，
材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方に
ついて，課題解決に向けた一連の活動を振り
返って改善しようとしている。

③ よりよい生活の実現に向けて，衣服の選択，
材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方に
ついて工夫し創造し実践しようとしている。



　本時は、計画上第２時であるが、対象の生徒は指導者と初めて出会うこともあり、学びの見通しを立てる、と
いう意味では実質的に題材の導入授業に当たる。本時の授業計画は以下の通りである。

指導と評価の計画（１４時間取り扱い　本時2/14）
課題 次 時 主たる学習活動 評価する内容と方法等

目
指
せ
！
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
衣
生
活
を
営
む
未
来
の
社
会
人

１ １ ○ 衣服計画について知るとともに，衣服の働きについて理解し，自分や家
族の衣生活について問題を見いだし，課題を設定する。

【知】①学習シート
【思】①ロイロノート，学習シート

１ ● 衣服の選択について，SDGs（特にエシカル消費）の視点からも考え，
必要な要件について検討する。

【知】①学習シート
【思】①学習シート，観察

２ ２ ○ 自分の衣服について表示を調べ，組成表示，取り扱い表示の読み取り方
を知る。
○ 繊維の性質や布の成り立ちを知り，日常着に適した材料の工夫を考える。

【知】②学習シート

２ 〇 自分の家で使用している洗濯用剤について調べたことをもとに，それぞ
れの洗濯用剤の性質と適切な使い方について考える。
〇 自分の衣服について，実際に手入れをするときに留意する点について考
える。

【知】②学習シート
【思】②学習シート，観察

３ ２ ○ 自分や家族の衣服の手入れについて問題点を見つけ，話し合い活動を通
して実践課題を設定する。
〇設定した課題について，解決に向けた計画を立てる。

【思】①②学習シート，観察

〇計画を立てた実践を家庭で行い，レポートにまとめる。 《家庭での実践》
４ 〇実践したことを工夫して発表し，相互評価する。

〇他者の実践内容と評価をもとに，自分の新しい課題を設定する。
【思】③④学習シート，観察
【主】①②③学習シート，観察

４ ２ 〇 これまでの学習をもとにして，「自分らしい着方」の例を挙げ，イラス
トやキーワードでまとめ，相互評価を行う。

【主】③学習シート，観察



【本時の授業計画】
○本時の目標
　　日常着を選択する際にどんな視点が必要か考える活動を通して，そのためにどんな情報が必要か課題を把握する。
○展開
過
程
時
間 学習活動 ○主な発問・指示

・予想される子どもの反応
○教師の支援
◎評価

備考
・ICT機器等

導　
入

7 1 　本時のめあてをつ
かむ。

〇 教師がこの糸を選んで購入したのはなぜだろ
う。

・色が素敵だから
・何かを作るのに適していたから

〇 手染めの綿糸の実物を提示
して，様々な視点があるこ
とに気付かせる。

電子黒板
タブレット
手染めの綿糸

展　
開

33 ２ 　どんな日常着を購
入すると仮定する
か，具体的に決める。
３ 　購入するときに必
要な視点にはどんな
ものがあるか，考え
る。

（1 ）個人→グループ
→全体で確認する。

（2 ）本当にそれだけ
でよいのか再考す
る。

４ 　それぞれの視点が
なぜ必要か考える。

５ 　適した判断をする
ために，これからど
んなことを学ぶ必要
があるか，見通しを
立てる。

〇 どんな日常着を選択するか，具体的に決めよう。
・家で着るトレーナー
・外出する際のパンツなど
〇 皆さんが日常着を選択するときに，どんなこと
を確認して買う必要があると思いますか。

・ 価格，サイズ，色，他との組み合わせ，素材，
原産国など

〇 挙げてくれた点のほかに，確認しなくてはなら
ない点は本当にないだろうか。例えば，SDGs
の視点から思いつくことはないだろうか。

・ 環境を破壊しない材料かどうか，男女ともに着
られるかなど

〇 確認せずに購入して，失敗することはないだろ
うか。

・家で洗えない
・サイズが違うなど
〇どんなことを学びたいか書き出してみよう。
・素材ごとの性質
・表示の見方
・洗剤の使い分けなど

〇 生徒の意見から対象物を決
め，具体的に考えやすくす
る。

◎【知】①
　 衣服を適切に選択するため
に確認するべき視点が分か
る。

〇 （導入で見せた）糸を選んだ
のは，できるだけ自然の素
材を使って手作業で染めた
ものだと知っていたから→
その工夫と技を支援した
かったからだと伝える。

〇 失敗しない選び方をするこ
とで，長く大切に着られる
ことを確認する。

◎ 【思】①
　 衣服の選択について，どん
なことを学ぶ必要があるか
自分事としてとらえて書い
ている。

電子黒板
タブレット
学習シート

　 赤ペン
　 青ペン

SDGs一覧
（ロイロノート）
綿糸

学習シート

学習シート

終 
末

10 ６ 　本日の学びを振り
返る。

〇 今日の授業で何を学んだか，次時までにどんな
取り組みができそうか，シートにまとめよう。

〇 時間があれば，クリップビ
デオを視聴し，課題を見つ
けやすいように仕組む。

学習シート
ロイロノート

日常着を選択するときに，どんな視点からの情報が必要だろう

図 3　題材導入時の学習指導案 ― 本時の授業計画



　図3で、展開の終わりに太線枠で囲んだ部分が、
この題材を学ぶに当たって何を学ぶ必要があるのか
生徒それぞれに認知させる場面である。生徒の「学
びたいこと」に結びつけながら次時以降の授業を展
開することで、その後の学習内容を自分事として捉

3 3 3 3 3 3 3

える
3 3

ことに効果があった。
　なお、以下はこの授業の振り返りとして、自分の
課題について記述した例である。三角ロジックを共
有した後だったので、できるだけ根拠を挙げて具体
的に記述するように指導した。

・ いいものを長く着ることで、SDGsにもつながる
ことがわかったので、「いいもの」とはなにかが
わかるようにしたい。
 →洗いやすいもの？じょうぶなもの？
・ 服の知識があれば、洗たくの時でも、もし破れて
しまった時、自分の力で何とかできるんじゃない
かと思います。なので、材質の性質や、おさいほ
うの技術をしっかり身に付けたいと思います。

・ 自分がどう洗剤を使っているのかな、と考えると、
何も考えて使ってないと気づいた。洗剤の使い方
にも根拠があるはずだから、そういうことも学ん
で自信を持って自分の生活に生かしたい。

・ 服を選ぶのに、おしゃれの事しか考えていなかっ
た。SDGsについても考える必要があるとか、思っ
てもみなかったけど、納得した。素材のこととか、
それがどこで作られたものだとか、色々な視点が
あるんだなと思った。なので、正しい知識をもっ
て、いろんな視点で判断できるように勉強してい
きたい。

・ 服に限らず、デザインや値段を見て、目先の価値
だけですぐに買うことが多いので、まずは「長持
ちするか」次に「どんなよいことがあるか」を考
えたい。←よいこと、って、何？これが言えるよ
うになる！

（2） 自分の成長を見取る手立て
①　青ペンと赤ペンを利用した見取り
考えを深める場面や授業を振り返る場面の記述で
は自分の考えを記入した後、グループで発表し合い、
自分とは異なる視点や新たな視点からの考えが出た
ときは、そのことを青ペンで書き込む。はじめに自
分がもっていた考えが、他者との交流の中でさらに

改善されることにも、成長の過程として気付く。
図3で示した展開の中段でも、青ペンと赤ペン
を活用する場面を設定している。

ワークシートの一つの枠の中で、鉛筆→青ペン→
赤ペンと、考えが深まったり、視点が広がったりす
る様子を視覚的に確認でき、それを経てその授業内
で生徒自身が成長を自己認知できる。鉛筆部分にも
消しゴムなどを使わないようにルールを決め、 間違っ
たと思ったことも、自分の成長の足跡として残す。
このような手立てを毎時間繰り返すことによっ
て、生徒は、自分の力で考えたことを記入する場面
で間違うことを恐れない姿が増え、その後に自信を
もって話し合い活動に臨む効果も得られる。
②　授業の学びをふり返る工夫

個人→グループ→全体の流れで考えたり確認したり
する際に、ワークシートにはまず自分の考えを鉛筆で
記入⇒グループで意見を出し合うなかで、自分になかっ
た視点や意見に納得した場合に、その意見を青ペンで
記入⇒学級全体などで考えを深めたときに得た意見を
赤ペンで記入する。

図 4　 記入するペンの色を工夫したワークシートの例

図 5　 「学びの記録」の記入例

Ａ

Ｂ



ふり返りを記述するワークシートには、やや厚み
のあるカラー上質紙を用いてファイルする。これを
生徒との間では「題材の表紙」と呼称している。ふ
り返りを記入するのは裏面部分の「学びの記録」（図
5）で、授業や内容の区切りごとにふり返りを記述
する。1枚の用紙に記入していくことで、学んでき
た内容やそれをどう生活に生かそうと考えたかな
ど、自分の姿をふり返り、新たな課題や再度取り組
むべきことに気付く。

③　内容のまとまりをふり返る工夫　
図5で示した「学びの記録」の反対面（表面）
を図6に示す。

内容（題材）の導入時に、このワークシートを用
いて、題材の目標を生徒と共有する。これらの目標
を、必要に応じて確認することで、何を学び、何を
ふり返って自己評価するのかを明確にする。
下部は、題材の学習を終えるときに記入する。何
についてふり返るのかを明確に示し、図５で示した
「学びの記録」を生徒自身が確認することで、内容
のまとまりとして、自分の学びの様子を評価できる
ように構成している。
３　自己評価の視点を明確にする工夫
調理や衣服の手入れなど、実技を伴う学習内容の
評価では、「適切にできる」ことが求められる。そ
れがどのような状態を指すのか、あらかじめ生徒と

図のＡ欄：それぞれの学習内容における自分の学び
の姿を確認。Ｂ欄：その学びを次の学びや生活、ある
いはほかの教科や領域の授業でどのように生かせると
思うかを記述する。

図 6　「題材の表紙」の表面

共有しておく必要がある。
例えば、まつり縫いについて学習する際には、ま
つり方の特徴とポイントを明確に示し、それを理解
させることが重要である。
まつり縫いは、すそなど、布の端をまつる方法で、
必ず表面に縫い目が表れる。じょうぶさを求める通
常の縫い方とは異なり、縫い目をいかに目立たない
ようにするか、または美しく見えるようにするかが
課題となる。「なぜそのように縫うのか」を理解す
ることで、技能のスキルも高まり、図７のようなポ
イントを示すことで、生徒が適切に自己評価し、改
善点を見いだすことができる。

また、このポイントについて実感を伴って理解す
るために、図８の縫い方見本を各グループに提示し
た。縫い始める前に概要を把握する際だけでなく、
縫ったものを確認する際に、この見本と比較して「適
切にできた」点と、改善が必要な点を把握した。さ
らに、適切に縫えていない見本（図9）を提示し、
図８の見本と比較することで、課題を見つけ、自分
の縫い方の改善につなげることができた。その際、

図 7　まつり縫い作業にかかる評価の観点
（平成 19 年度特定の課題に関する調査　技術・家庭　家庭

分野　内容②　調査Ⅱ　による）

図 8　まつり縫いの縫い方見本

表面 裏面

図 9　適切に縫えていない見本

表面 裏面



図 10のようにグループ等での教え合い活動を行
い、相互に確認することで、改善点がより明確になっ
た。
自己評価力が高まれば、他者と相互評価する力も
高まる。生徒が互いの製作物や考えを、適切な視点
に基づいて論理的に評価し、評価されることで、自
分の学びを論理的に評価する力も高まると考えて、
実践を進めている。

（3） 相互評価による自己評価力を高める工夫
学習指導要領Ｂ（7）「衣生活の課題と実践」で「家
族の衣類の洗濯と手入れ」の中から自分の課題を設
定する場面で、課題設定の手順を確認したり、課題
設定の理由を表現したりできるワークシートを工夫
した。
課題設定を行う際の留意点として下のような項目
をワークシート内にあらかじめ記載した。相互評価
する際にもこの留意点に基づいて行うことで、生徒
の中にある漠然とした考えや概念をワークシートに
当てはめて表現できるようにした。

各自が仮に設定した課題について、グループ内で
説明し合い、付せん紙を用いて相互評価したことを
踏まえて、課題を設定する。
もし、実践の途中でうまくいかないことがあって

図 10　縫い方を相互評価する生徒

も、実践準備まで具体的に検討する場を設定したこ
とで、課題の設定に向けてグループ等で練り直した
経験が生かされ、実践の計画を見直したり、課題そ
のものを見直してよりよい実践につなげたりするこ
とが期待できる。

自分の発表について評価を受ける欄
付せん紙は他者が書いたもの

自分が他者の発表を評価する欄
付せん紙は自分が書いたもの

図 11　課題を設定する際に使用するワークシートの例（抜粋）

他
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また、実践の計画や実践結果の発表を相互評価す
る際に、付せん紙の間に複写紙を挟んで記録するこ
とで、同じものを２枚作る（図 12）。図 13のよ
うに、それぞれの生徒は１枚を自分のワークシート
に貼り、もう１枚を評価の相手に渡すことで、他者
への評価内容と他者からの評価内容の両方を１枚の
ワークシートに残せる。このことで、自分が他者を
どう評価したか記録し、評価力を高めることができ
る。

図 12　複写式付せん紙に記入する様子

図 13　実践内容を相互評価する際のワークシート例（抜粋）

自分が他者の発表を評価する欄。
付せん紙は自分が書いたもの。

自分の発表について評価を受ける
欄。付せん紙は他者が書いたもの。

日々の授業実践の中で、論理的に評価する場面を
積み重ねたことにより、確かな手応えを感じている。
以下は半年間の授業を経た、本年度の２年生のふり
返りの言葉である。
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3 研究の成果と課題

・ 僕は、色々な洗濯の記号に興味を持ちました。記号の勉強をして
から、この服にはどんな記号が付いているんだろうと自分で確認
してみるようになリました。見ているときに、親に「何している
の？」と聞かれ、それについて解説したあと、たくさん勉強した
んだな、と自分で思い、とても嬉しかったです。

・ いつもの母の洗濯方法と比べながら、洗濯に取リ組んでみました。
すると、間違っていた洗濯方法と課題を見つけ出すことができま
した。この学習を通して、自分の家での課題を見直し、課題解決
方法について考えました。私の家では、何もかも一緒に干してい
たことが課題でした。これからは、新しく買った服の取リ扱い表
示に目を通して、洗濯方法を家族と相談する事になりました。

・ 一つ一つの行動に意味を見いだし、できないことがあったら原因
を考えてまた再チャレンジする。そういう考え方をできるように
なった。

・ 家庭科の視点から、自分の家の問題点に気づき、対処の仕方を学
べたし、取り組んでみようという気になった。




